
平城宮跡歴史公園スマートチャレンジコンソーシアム
（事務局：国土交通省 近畿地方整備局 国営飛鳥歴史公園事務所 調査設計課）

平城宮跡歴史公園スマートチャレンジ
－新技術を活用した公園のスマート化に向けた社会実験－
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平城宮跡歴史公園について



　   滝野すずらん丘陵公園
昭和５８年７月

　　　国営越後丘陵公園
平成１０年７月

　国営アルプスあづみの公園
平成１６年７月

　　　淀川河川公園
　　　　　昭和５２年３月

　国営みちのく杜の湖畔公園
　  　国営明石海峡公園 平成元年８月

　　　　　　　　　　平成１４年３月

　　 国営常陸海浜公園
　　    　　国営備北丘陵公園 平成３年１０月

平成７年４月

　 国営武蔵丘陵森林公園
昭和４９年７月

　　　 　　　 国営東京臨海広域防災公園
　　　　　平成２２年７月

国営昭和記念公園
　　　　　昭和５８年１０月

　　国営木曽三川公園
昭和６２年１０月

　 国営讃岐まんのう公園
　　平成１０年４月 　　国営飛鳥・平城宮跡歴史公園

　 飛　鳥　区　域 ： 昭和４９年７月

　    海の中道海浜公園 平城宮跡区域 ： 未供用

　　昭和５６年１０月

　 国営吉野ヶ里歴史公園
　　平成１３年４月

国営沖縄記念公園

海洋博覧会地区 ： 昭和５１年８月

首 里 城 地 区　 ： 平成４年１１月

国土交通省が整備・管理する全国の『国営公園』
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● イ号公園
● ロ号公園

平成30年3月

国営昭和記念公園

国営ひたち海浜公園

国営沖縄記念公園

国営吉野ヶ里歴史公園



平城宮跡歴史公園について
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至 近鉄奈良駅

特別史跡 平城宮跡

24

朱雀門（Ｈ１０、文化庁）

二条大路

交通ターミナル
観光物販施設
（奈良県）

朱雀大路

平城宮いざない館

平城宮跡資料館
（Ｓ４５ 、奈良文化財

研究所）

復原事業情報館 第一次大極殿正殿
（Ｈ２２、文化庁）

遺構展示館
（Ｓ４２ 、文化庁）

東院庭園（Ｈ１２、文化庁）

南門（復原整備中）

至 近鉄大和西大寺駅

史跡
平城京
朱雀

大路跡

特別史跡・史跡の区域

国営公園の区域

県営公園などの区域

現在の開園区域

凡例

空中写真は令和2年3月撮影

〈主な事業経緯〉

1922
（T11）

史跡指定

1952
（S27）

特別史跡指定

1963
（S38）

特別史跡内の土地の
買い上げ開始
（文化庁）

1998
（H10）

ユネスコ世界遺産登録

2008
（H20）

国営公園事業化
（4月）

国営公園の設置を閣議
決定（10月）

公園基本計画策定
（12月）

2018
（H30）

公園の一部供用開始
（3月）

国営平城宮跡歴史公園※は、「古都奈良の歴史的・文化的景観の中で、平城宮跡の保存と活用を通じて、
“奈良時代を今に感じる”空間を創出する」ことを基本理念として、平成20年度から事業を実施。

平成30年3月、朱雀大路をはじめとした「朱雀門ひろば」の整備が進んだことから、国営公園部分と奈良県営
公園部分を合わせ、 計35haを供用開始。現在、南門（なんもん）復原整備を実施中。

※ 国営公園区域の正式名称は「国営飛鳥・平城宮跡歴史公園 平城宮跡区域」



平城宮跡歴史公園についてー平城宮いざない館
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＜公園案内ゾーン＞ ＜ガイダンスゾーン＞ ＜詳覧ゾーン＞

平城宮跡の四季の魅力や園内施設の利用情報を案内 平城宮の往時の姿や人々の営みを、映像やハンズオ
ン、平城宮の1/200模型で解説

奈良文化財研究所が発掘調査した平城宮跡の出土品
等を展示し、専門的に解説

平城宮いざない館（内観）平城宮いざない館（外観） 棚田嘉十郎像（平城宮いざない館前）

【施設概要】
○面 積：約６，８００㎡
○施 設：展示スペース（公園案内・ガイダンス・詳覧ゾーン）、企画展示室、多目的室、休憩室、売店 など
○展 示：４カ国語（日・英・韓・中（繁・簡））による展示や音声ガイド、ボランティアガイドによる解説を実施。

また、周辺寺社と連携した特別企画イベントや天平衣装の体験プログラムなども展開。

映像プログラムや模型等により、平城宮のかつての姿やそこで暮らす人の営みについて体験的展示をするとともに、
出土品の読み解き等を通じて、平城宮へと誘う。

平城宮跡を中心とした奈良の歴史を学ぶことのできる、奈良の新たな観光拠点として積極的な広報を展開中。

＜公園案内ゾーン＞ ＜ガイダンスゾーン＞ ＜詳覧ゾーン＞



平城宮跡歴史公園についてー第一次大極殿院の復原整備
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往時の様子を体感できるよう、平城宮跡の中でも天皇の政治・儀式の場であった「第一次大極殿院」の復原整
備を進めているところ。平成２９年１１月に南門の復原整備工事に着手しており、令和３年度に落成予定。

第一次大極殿院

【位置図】

第一次大極殿（文化庁により復原済み）

西楼

回廊 回廊

【第一次大極殿院 復原模型】

東楼

南門（工事：H29年11月～）

【南門復原整備工事の素屋根】

○南門復原整備工事（H29年11月～R4年3月予定）では、素
屋根に常時公開用デッキを設置し、伝統工法による復原の
様子や第一次大極殿院の復原事業の解説などを行う、「魅
せる現場」を展開している。

○東楼や西楼等についても、平城宮跡の発掘調査を行う奈良
文化財研究所等の協力を得ながら、復原整備の検討を進め、
順次整備を進めていく方針。

特別公開時の様子



平城宮跡歴史公園についてー利用状況
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朱雀門ひろばからの若草山焼 花見で賑わう東区朝堂院 夏の風物詩 燕の塒入り

奈良時代を今に感じる教育旅行奈良時代を今に楽しむ来園者奈良時代を調べる発掘調査／現場公開

平城宮跡歴史公園は、令和元年度で約１１８万人にご利用いただいている。
コロナ禍での管理運営として、施設での消毒液設置・検温を実施しているほか、イベントにおいては
「三密」を避けたり飲食の出店を控えたりしつつ、来園者に楽しんでいただける取組を実施。

コロナ禍以前の平城京天平祭 コロナ禍での平城京天平祭（令和２年夏・秋）

アートプロジェクト「光の平城京絵巻」平城京天平行列 天平かき氷祭り 天平花絵巻

ねぐら いちょう どう いん
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スマートシティについて



スマートシティについて
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「統合イノベーション戦略2019」 ／R1.6 閣議決定
下記の府省でスマー
トシティの実現に向け
た各種事業を実施

・内閣府
・総務省
・経済産業省
・国土交通省



スマートシティについて

10

「Society 5.0「科学技術イノベーションが拓く新たな社会」」 ／内閣府作成
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国土交通省（都市局）のスマートシティ施策
「スマートシティの実現に向けて【中間とりまとめ】」 ／国土交通省 都市局（H30.8）
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「スマートシティの実現に向けて【中間とりまとめ】」 ／国土交通省 都市局（H30.8）

国土交通省（都市局）のスマートシティ施策
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全国のスマートシティの取組状況 ／国土交通省 都市局（R2.7）

国土交通省（都市局）のスマートシティ施策
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平城宮跡歴史公園スマートチャレンジについて
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国営公園の新たな取組：『パークスマートチャレンジ』

周辺まちづくり

国営公園 × “新技術” ＝『国営公園の魅力アップ』

まちづくり × “新技術” ＝『スマートシティ実現』

国営公園

園 外 へ
横 展 開

Step
1

Step
2

国営公園の新たなミッション『パークスマートチャレンジ』



　   滝野すずらん丘陵公園
昭和５８年７月

　　　国営越後丘陵公園
平成１０年７月

　国営アルプスあづみの公園
平成１６年７月

　　　淀川河川公園
　　　　　昭和５２年３月

　国営みちのく杜の湖畔公園
　  　国営明石海峡公園 平成元年８月

　　　　　　　　　　平成１４年３月

　　 国営常陸海浜公園
　　    　　国営備北丘陵公園 平成３年１０月

平成７年４月

　 国営武蔵丘陵森林公園
昭和４９年７月

　　　 　　　 国営東京臨海広域防災公園
　　　　　平成２２年７月

国営昭和記念公園
　　　　　昭和５８年１０月

　　国営木曽三川公園
昭和６２年１０月

　 国営讃岐まんのう公園
　　平成１０年４月 　　国営飛鳥・平城宮跡歴史公園

　 飛　鳥　区　域 ： 昭和４９年７月

　    海の中道海浜公園 平城宮跡区域 ： 未供用

　　昭和５６年１０月

　 国営吉野ヶ里歴史公園
　　平成１３年４月

国営沖縄記念公園

海洋博覧会地区 ： 昭和５１年８月

首 里 城 地 区　 ： 平成４年１１月

国土交通省が整備・管理する全国の『国営公園』
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● イ号公園
● ロ号公園

今回のパークスマート
チャレンジのフィールド
「平城宮跡歴史公園」

（奈良県奈良市）

平成30年3月



『平城宮跡歴史公園スマートチャレンジ』（平城宮跡PSC）
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1300年前には日本の首都（の中心）であり、当時最先端の場所であった「平城宮跡」において、従来からの文化財・
歴史的資産としての適切な保存を図りつつ、平城宮跡歴史公園の飛躍的な魅力向上を目指すとともに、奈良のまちづ
くりにおけるスマートシティ実現に促進する産学官連携によるチャレンジ。

【取り組んでいるテーマ】

① 公園利用サービスの魅力向上

② 効率的な公園のインフラメンテナンス

ドローンやAI技術を用いた園内の点検・維持管理の自動化、
クラウドシステムを活用した公園台帳システムの構築による
施設管理の効率化・迅速化を実現。

次世代型モビリティによる安全かつ効率的な園内移動や、AR
・VR技術を用いた歴史体験サービスの提供による、公園利用
者の満足度向上を実現。

③ データの収集・統合・分析、プラットフォームの整備

公園利用者や周辺まちづくりに関するデータの収集、及び当該
データの統合・分析・共有のためのデータプラットフォームの
構築を実施。



『平城宮跡歴史公園スマートチャレンジ』 ―コンソーシアム
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・有識者（ｽﾏｰﾄｼﾃｨ・ﾓﾋﾞﾘﾃｨ・AR・造園・文化財分野）

・国営公園・県営公園 関係機関（管理受託者等）

・文化庁、奈良文化財研究所

・周辺自治体（奈良県・奈良市関係部局）

（事務局：国営飛鳥歴史公園事務所）

【平城宮跡歴史公園スマートチャレンジコンソーシアムの体制】

・結果の分析・検証
・実験へのフィードバック
・実験間でのデータ共有

選定された新技術を有する民間事業者（選定後に参画）

※1：選定は、別途定める評価選定委
員会で行う。
※2：契約は、公園事務所・各民間事
業者間で行う。

各種取組にあたっては、公園事務所が事務局となり、新技術に関する有識者や関係機関、民間事業者で構成
されるコンソーシアムを設立。産学官で連携して各種取組の実施方針を調整・決定する体制を構築。



『平城宮跡歴史公園スマートチャレンジ』 ３つの基本方針
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新技術
の

活 用

情報
発信

市民
参画

公園の飛躍的な魅力向上や
奈良のスマートシティ実現を目指し、
新技術を活用した社会実験を展開。

新技術のまちづくりへの実装に向けて、
地域住民向けの説明会、近隣大学等と連携した
アイデアソン等を通して、
技術やサービスの磨き込みを行う。

HPやSNSによる効率的な情報発信、
シンポジウム等の関連イベントを展開し、
奈良のスマートシティ実現に向けた
社会意識の醸成に貢献。



平城宮跡歴史公園スマートチャレンジの特徴
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コスト負担のイメージ
コ
ス
ト
（
実
験
・
実
用
化
に
要
す
る
費
用
） 時間（実験～実用化）

民間事業者による予算

公園・まちづくりで
有料サービス等
による実用化

・公園主体の取組であるということ
※しかも平城宮跡という歴史資源を有する公園

・複数の実験を同時並行で行うということ

・実験初期段階では公共投資を行いつつ、新技術の
実装に向け民間投資を誘導する方針であること



これまでのスマートチャレンジの実施について
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・有識者（ｽﾏｰﾄｼﾃｨ・ﾓﾋﾞﾘﾃｨ・AR・造園・文化財分野）

・国営公園・県営公園 関係機関

・文化庁、奈良文化財研究所

・周辺自治体（奈良県・奈良市関係部局）

（事務局：国営飛鳥歴史公園事務所）

平城宮跡歴史公園スマートチャレンジコンソーシアム

「新技術」
を有する
民間事業者

④ 社会実験（10月以降）
・結果の分析・検証
・実験へのフィードバック
・実験間でのデータ共有

２
０
１
９

⑤ 実験結果を踏まえ、可能なものについては民間事業者の独立採算も含め実用化。

選定された
民間事業者

① 募集（Ｒ2.6月下旬）

② 提案（～R2.7月中旬）

③ 選定※1/契約※2（R2.８月上旬～）

選定後にコンソーシアムへ参画

※1：選定は、別途定める評価選定委員会で行う。
※2：契約は、公園事務所・各民間事業者間で行う。

２
０
２
０
～

① 公募（H31.3.1）

② 提案（～R1.5.31）

③ 選定※1/契約※2（R1.7）

④ 社会実験（10月以降）

・結果の分析・検証
・実験へのフィードバック
・実験間でのデータ共有

2019年度
参画した
民間事業者

選定された
民間事業者
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昨年度の取組結果



平城宮跡歴史公園スマートチャレンジ 実験一覧(2019年度)
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事業者名 テーマ※ R１年度の実験内容

1 PerceptIn Japan 合同会社
テーマ①

（モビリティ）

・自動運転車を活用した無人タクシーサービス

2 株式会社ＮＴＴドコモ ・自動運転車・パーソナルモビリティ・シェアバイクを複合的
に活用したモビリティーサービス

3 凸版印刷株式会社
テーマ②

（AR等）

・モビリティ（自動運転）と連携したＶＲ技術による歴
史体験・解説サービス

4 株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマーク ・ＡＲ技術を活用した歴史体験・解説サービス

5 凸版印刷株式会社 テーマ③
（公園アプリ）

・ポータルアプリやデジタルサイネージを活用した情報受発
信

6 ブルーイノベーション株式会社 テーマ⑤
（その他）

・ドローンのプログラミング教室を活用したドローン技術に
係る人材育成

7 国際航業株式会社 テーマ④
（台帳システム）

・クラウド等を活用した公園施設管理台帳システムの構
築

8 ＮＴＴコムウェア株式会社
テーマ⑤

（その他）

・モビリティ（自動運転）やドローン等で取得される画像
データを用いたＡＩ画像解析によるインフラ点検のシステ
ム構築

9 株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマーク ・ドローンを用いた空撮によるデータ取得
・ネストソリューションによる自動離発着

10 日本電気株式会社 テーマ⑤
（その他）

・カメラで得られる画像やWi-Fiセンサーを活用した人流
解析

11 西日本電信電話株式会社 テーマ⑥
（データプラットフォーム）

・各実験で取得されるデータを収集・統合・分析等する
データプラットフォーム

※ ：公園利用サービスの向上 ：公園の運営・維持管理の効率化 ：その他



2019年度の実験概要①
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公園の飛躍的な魅力向上や奈良のスマートシティ実現を目指し、2019年度は6テーマ・11件の社会実験を展開。
■2019年度の実験実施事業者・実験内容

PerceptIn Japan合同会社
テーマ①：自動運転車を活用した無人タクシーサービス

株式会社NTTドコモ
テーマ①：自動運転車・パーソナルモビリティ・シェアバイクを複合

的に活用したモビリティーサービス

凸版印刷株式会社
テーマ②：モビリティ（自動運転）と連携したＶＲ技術による

歴史体験・解説サービス

株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマーク
テーマ②：AR技術を活用した歴史体験・解説サービス



2019年度の実験概要②
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公園の飛躍的な魅力向上や奈良のスマートシティ実現を目指し、2019年度は6テーマ・11件の社会実験を展開。
■2019年度の実験実施事業者・実験内容

凸版印刷株式会社
テーマ③：ポータルアプリやデジタルサイネージを活用した情報受

発信

国際航業株式会社
テーマ④：クラウド等を活用した公園施設管理台帳システムの

構築

NTTコムウェア株式会社
テーマ⑤：モビリティ（自動運転）やドローン等で取得される画

像データを用いたAI画像解析によるインフラ点検の
システム構築

株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマーク
テーマ⑤：ドローンを用いた空撮によるデータ取得およびネストソ

リューションによる自動離発着



2019年度の実験概要③
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公園の飛躍的な魅力向上や奈良のスマートシティ実現を目指し、2019年度は6テーマ・11件の社会実験を展開。
■2019年度の実験実施事業者・実験内容

日本電気株式会社
テーマ⑤：カメラで得られる画像やWi-Fiセンサーを活用した人

流解析

西日本電信電話株式会社
テーマ⑥：各実験で取得されるデータを収集・統合・分析等す

るデータプラットフォーム

ブルーイノベーション株式会社
テーマ⑤：ドローンのプログラミング教室を活用したドローン技術

に係る人材育成



昨年度の実施結果と今年度の実施方針
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2019年度の成果と課題 2020年度以降の実施方針
6テーマ・11件の実験を同時並行で実施し、
スマートシティの実現に向けたアジャイル性を
持つ取組ができた。
事業者間の連携による複数の取組にまたが
るデータの活用について、十分な検討・実証
ができなかった。

実験テーマを再編成し、テーマごと
に組織するワーキンググループを中
心に、実験間連携を強化する。
地域の各種組織とのデータ連携に
ついても検討を行う。

HPやSNSによる情報発信、シンポジウム等
の関連イベントを展開。いくつかの取組はメ
ディアにも取り上げられた。
奈良のスマートシティ実現に向け、引き続き
情報発信を通した社会意識の醸成への貢
献が必要である。

引き続き、HPやSNS、メディア等
を通した情報発信を実施する。
今年度の社会実験の進捗段階を
踏まえ、冬頃にシンポジウムを開
催予定。

新技術のまちづくりへの実装に向けて、近隣
大学等と連携したアイデアソンにおいて技術
やサービスの磨き込みを実施した。
今後のまちづくりへの展開に向け、市民参画
のさらなる推進が必要である。

アイディアソンに加え、市民意見を
実験内容に反映させるためのハッ
カソンの実施を検討する。
オープンハウス等を通じて、実験内
容を市民や公園利用者に周知す
る。

スマートチャレンジ初年度であった2019年度の取組結果から明らかになった成果と課題を踏まえ、2020年度以降も引
き続き公園内での実用化や奈良のまちづくりへの展開に向けた取組を推進する。

新技術
の
活用

情報
発信

市民
参画
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今年度の状況



今年度の取組方針
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○ 今年度は実用化を念頭に置き、昨年度から参画している各民間事業者による社会実験を引き続き実施。
○ 個別の取組では昨年度の結果を踏まえ、明らかになった課題の解決を図る。
○ 全体としては、各取組間の連携・データ共有を促す仕組みづくり（テーマ別のWGを通した目指すべき将来像・取組

方針の検討、Web会議を活用した定例会を通した情報共有等）を推進。

① 公園利用サービスの
魅力向上

② 効率的な公園の
インフラメンテナンス

ドローンやAI技術
を用いた園内の点
検・維持管理の自
動化、クラウドシ
ステムを活用した
公園台帳システム
の構築による施設
管理の効率化・迅
速化を実現。

次世代型モビリテ
ィによる安全かつ
効率的な園内移動
や、AR・VR技術
を用いた歴史体験
サービスの提供に
よる、公園利用者
の満足度向上を実
現。

③ データの収集・統合・分析、
プラットフォームの整備

公園利用者や周辺
まちづくりに関す
るデータの収集、
及び当該データの
統合・分析・共有
のためのデータプ
ラットフォームの
構築を実施。

コンソーシアム総会

ワーキンググループ 評価選定委員会

全体方針の決定、実験計画の承認、
情報発信に関する検討

民間事業者の評価・選定

■今年度の実施体制

実験間連携の調整、アイディアソン・ハッカソンの実施検討、
データ利活用に関する検討



各実証実験の概要（2020年度）
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テーマ・事業者名 主な実験内容

次世代モビリティ
（PerceptIn)

・超小型モビリティを朱雀門ひろばで一般向け試験運行。昨年度と異なり、タクシー方式（音声呼び出
し）かつ遠隔制御での無人運転に挑戦し、実装化に向けた効果検証を行う。（１月末実施予定）

AR等による歴史体験
（凸版印刷）

・VRを搭載した動画・音声端末を、サイクリング客・徒歩客へ貸し出し、周遊しながらの歴史体験・解説
サービスを提供。満足度・採算性などの効果検証を行う。（１月～２月実施予定）

台帳システム
（国際航業）

・既存の公園施設データや、現在の点検手法を整理し、事務所・管理センターがより使いやすい公園管理
システムを構築。（１０月～２月）

画像のＡＩ解析
（ＮＴＴコムウェア）

・AI画像解析の精度を高めるため、各種画像・点群データを取得・解析を継続して実施。
・他の公園からも教師データを収集して、病害虫等の問題のある樹木を自動判定するＡＩを構築。
（１０月～２月）

ドローンによる施設点検
（ジャパン・インフラ・ウェイ

マーク）
・自動で完結する施設点検の実用化を目指し、朱雀門ひろば中心に、ドローンの自動離発着と自動撮影
によるデータ取得を約１ヶ月継続して実施。（１１月～１２月）

人流解析
（ＮＥＣ）

・カメラ画像を活用した人流解析を継続。昨年度はできなかったリアルタイムな人流データを取得し、活用方
法を検討する。新型コロナ対策としてマスク着用率の判定も行う。（１２月～１月）

データプラットフォーム
（ＮＴＴ西日本）

・各実験で取得されるデータを収集・統合・分析等するデータプラットフォーム構築を継続。
・プラットフォームに載せるサンプルデータの取得について、LINEとGPSを組み合わせたスタンプラリーイベント
やセンタースタッフのスマートウォッチ着用協力で実施。（１１月～１２月）



各実証実験の進捗状況

31次世代モビリティの運行イメージ・使用車両（調達完了）

ＶＲ歴史体験で使われるアプリ画面イメージ（概ね開発完了）
ドローンの自動飛行（監視員付き）
（11/9～12/4実施）

人流解析におけるマスク着用判別イメージ（開発中）


